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 中国－ミャンマー経済回廊のうち、中国側の高速道路は、2015年 9月 30日に昆明からミ
ャンマーとの国境がある瑞麗まで完成した。この高速道路は、上海から瑞麗までの上瑞高速








高速（128.4km）で、その全長は 701.8km、筆者が 2018年 9月に走行した際には、昆明の
ホテルから瑞麗の街まで正味 7時間半を要した（平均時速 94km/h）。 








1996年 2月 1日で、その時点から起算して 20年弱にもなる。また、総工費も各区間の「投
資額」として発表されている数字などを合計すると 343.7億元（1ドル 7元換算で 49.1億ド
ル）にも上る。 













年前の 2009年にムセ－マンダレー間を走行したが、正味 10時間（平均時速 45km/h）を要
した。また、鉄道は英領植民地時代に建設された北シャン州鉄道がラショー－マンダレー間
（280km）で運行されているが、15～18時間を要する（平均時速 15～20km/h）。 








 なお、瑞麗－ムセ国境を通じた貿易額は、ミャンマーの総輸入の約 1割、総輸出の約 3割
を占める、多くの物資はムセとミャンマー最大の都市ヤンゴンとの間を、マンダレー経由で
輸送されており、中緬双方にとってムセは最も重要な国境である。ただ、ヤンゴン－マンダ
レー間は、2011 年に 631km の高速道路が完成しているほか、英領時代に建設された全長
620kmのヤンゴン－マンダレー鉄道も、JICAによる鉄道整備事業が円借款で行われている。





















建設されたラックフェン港（2 バース）の総工費は約 13 億ドル余りであった。これは、縮
小後のチャオピュー（2バース）の深海港建設費とほぼ同等である。 
他方、アジア開発銀行の援助で建設されたベトナムのノイバイ－ラオカイ高速道路（全長
245km）の総工費は 15 億ドルである。仮に全長と総工費を 3 倍にして昆明－瑞麗間の

































 工藤年博 2012. 「中国の対ミャンマー政策：課題と展望」アジア経済研究所政策提言研  
究レポート。 


































































































写真 4 上からみるゴーテイ峡谷（2009年 10月 19日筆者撮影） 
 
